
　食の安定性や偽表示の問題が後を絶たない中、食に関す
る情報を消費者が得ることにより、自らその安全性を確保
するこの方法は、ＩＣというナノテク技術の進歩があって
可能となりました。
　食に限らず地球環境全体の劣化に伴い、循環型・調和型
社会への移行とそれに伴うライフスタイルの改善が大きな
課題になっています。資源利用に伴われて環境に放出され
た物質の流れを追跡し、水や食の安全性を評価する環境ト
レーサビリティー技術について紹介します。
　地球環境問題は社会のグローバル化に伴って生じてお
り、循環型社会の構築なくして問題解決は難しく、水はさ
まざまな物質を溶解するだけでなく、水循環により、各地
域に多くの物質を運ぶという二つの能力に優れています。
　その点西条市は、良質の水に恵まれた地域として知られ
ています。さらに東部と西部とでは淡水の水質が地域的に
異なるという特徴がありますので、それを利用すれば、農
産物の産地判別が可能となります。
　西条市の水を起点としたトレーサビリティー研究は、日
本の農と食を考える上でのよい事例になるでしょう。

　国全体の食料自給率が低迷する中、食品の安全性が問わ
れる事件も発生し、「地産地消」は追い風を受けている感
があります。そのような中で「地域と食料・農業・環境」
を考えるシンポジウムが企画されたのはタイムリーです。
また、ファーストフードに対抗して、スローフード活動が
広まりつつあります。趣旨としては、伝統的な食材や料理
を守ること、小生産者を守ること、消費者教育を進めるこ
となどです。
　地産地消は、今めざされ実践されている一つの方向であ
り、それぞれの農業システムにおいて、地産地消の要素を
取り入れることはできるでしょう。また、生産者、消費者
ともに、地産地消を含めた様々な選択肢を用意することが
必要でしょう。そのためには、今こそ生活圏・定住圏を重
視した農業システム、広くは社会システムを構築する必要
があります。
　地産地消は、農産物を媒介にした都市と農村との結節点
といえます。便利さと安らぎを備えた空間作りと、そこで
展開される地産地消などの安心・安全のシステムづくりが
サステイナブルな地域づくりの目標と言えるでしょう。

　千町地区の棚田は、スケールの大
きさや石垣の美しさにおいては群を

抜いていますが、残念なことはその大半が荒れはてている
ということです。本校では千町の棚田を環境学習のフィー
ルドとして捉え、市民の方を巻き込み、本格的に棚田再生
活動を展開しています。この活動で先人の知恵を学び、環
境保全や国土保全、農村文化の伝承など地域社会の一員と
して活動に取り組むことで、元気なふるさとづくりに貢献
できるものと考えています。
　千町の棚田の歴史は、1585年、土佐の豪族がこの地に定
住し、築き上げたものですが、昭和40年代から耕作放棄が
され始め、調査の結果約７割の棚田が耕作放棄の状況で
す。そのことから、現地調査、借地交渉、再生活動の呼び
かけ、保全管理、ＰＲなどの計画を立て棚田再生活動を
行ってまいりました。
　こうした活動を地道に続けていくことが、近代産業文化
遺産の継承や国土保全、水資源涵養などの意義をもってい
ることの形成に本校生が気づき、今後かけがえのない豊か
な自然と、美しい環境を守り、持続可能な循環型社会をめ
ざす行動に進展していくことを望みます。また、本校生の
活動が、「千町の棚田」を次世代に引き継ぐ一助になれば
と思っています。

　現在の我が国において、人間が生
きていく上で欠かせない「食」につ
いての自給率は、先進国で最低の水
準となっており、今後、新興市場国
における人口増加や経済成長が続くと、国民の食生活が深
刻な危機に直面することは明らかです。
　このような状況下で地方都市西条市において「自立自活
の道」を探るには、地域の農業が元気になることが最重要
課題であり、「水」と「食」、「食」と「農」をテーマと
する産業振興施策「食品加工流通コンビナート構想」の展
開に鋭意取り組んでいるところであり、攻めの農業のスタ
ンスで推進してまいります。豊富な水資源や肥沃な農地に
恵まれた西条市は、多くの農産物の品目において愛媛県下
で圧倒的なシェアを誇り、これらの地域資源を活かし平成
17年３月に内閣府から地域再生計画「食品加工流通コン
ビナート構想」の認定を受け、農林水産業（１次産業）と
製造業（２次産業）、流通業・サービス業（３次産業）の
連携のもと、食料産業クラスターの形成（６次産業）をめ
ざしています。
　豊かな資源、4,778haに上る経営耕地面積、四国随一の
工業出荷額を誇る産業力、こうした地域資源をフル活用
し、農商工連携の下、「自立」「自活」のまちづくりを進
め、産業が元気なまち「西条」を築いていきます。

食と農が拓く地域の未来
西条市長　伊藤宏太郎
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①：初日に行われた総合討論

②③：研究発表をする地元高校生

④：高校生の発表に聞き入る学会員

⑤：洲之内生産組合での絹皮なす生
　　産現場の見学

⑥：ＪＡ周桑直販所の見学

※クラスター：集まり、集合体

※サステイナブル：持続可能

　
「
地
域
か
ら
見
つ
め
る
「
食
」
と
「
農
」
の
い

ま
、
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
５
月
23
日
か
ら
３

日
間
、
総
合
文
化
会
館
で
「
シ
ス
テ
ム
農
学

会
２
０
０
８
年
度
春
季
大
会
in
え
ひ
め
西

条
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
農
学
会
が
自
治
体
と
共
催
す
る

こ
と
も
、
西
条
市
で
学
術
学
会
が
開
か
れ
る

こ
と
も
、
今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

◆
大
会
初
日

　

初
日
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
総
合
討
論
が
行

わ
れ
、
シ
ス
テ
ム
農
学
会
で
は
ど
の
よ
う
な

研
究
が
行
わ
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
活
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
大
会
の
趣
旨
説
明
に
続
き
、
市
長
を
は
じ

め
、
各
専
門
分
野
の
先
生
方
に
よ
る
講
演
が

な
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。（
講
演
要
旨
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

講
演
後
は
、
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境

学
堂
の
小
林
正
美
教
授
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

に
、
同
大
学
院
の
田
中
樹
准
教
授
を
座
長
に

迎
え
、
講
演
者
４
名
と
会
場
内
の
参
加
者
を

交
え
て
の
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
大
会
２
日
目

　

２
日
目
は
一
般
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
シ

ス
テ
ム
農
学
会
の
会
員
や
、
西
条
農
業
高
等

学
校
、
丹
原
高
等
学
校
、
愛
媛
大
学
附
属

農
業
高
等
学
校
の
生
徒
、
東
予
地
方
局
、

西
条
市
教
育
委
員
会
の
行
政
担
当
者
そ
れ
ぞ

れ
が
、
日
頃
の
研
究
成
果
な
ど
を
発
表
し
た

り
、
情
報
・
意
見
を
交
わ
し
た
り
し
て
、
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
、
優
秀
な
発
表
者
に
対
し
て
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
地
元
高
校
生
に
次
の
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

シ
ス
テ
ム
農
学
会
理
事
会
賞

○
『
地
域
の
文
化
遺
産
を
守
れ
～
棚
田
石
垣

修
復
へ
の
挑
戦
～
』

　

西
条
農
業
高
等
学
校
（
成
髙
大
翼
、
菊
池

竜
気
、
曽
我
健
司
、
髙
橋
範
考
、
関
野
貴

文
、
藤
岡
北
斗
）

○
『
地
域
に
根
ざ
し
た
菊
づ
く
り
の
普
及
を

目
指
し
て
』

　

丹
原
高
等
学
校
（
安
藤
勇
人
、福
田
崇
晃
、

森
田
謙
、
森
山
龍
馬
、
渡
部
翔
太
）

大
会
実
行
委
員
長
賞

○
『
う
ま
い
ぞ
菜
で
地
域
に
働
く
場
の
創
造

を　

そ
の
１
～
「
う
ま
い
ぞ
菜
」
商
標
登

録
の
反
響
～
』

　

西
条
農
業
高
等
学
校
（
森
本
智
行
、
玉
井

元
樹
、矢
野
賢
仁
、太
田
茉
里
、千
崎
沙
姫
）

○
『
赤
シ
ソ
栽
培
の
研
究―
栽
培
技
術
の
改

善
に
取
り
組
ん
で―

』

　

丹
原
高
等
学
校
（
中
村
宏
美
、
小
笠
原
稜

一
、
安
藤
龍
彦
、
越
智
悠
介
、
黒
川
祐
大
）

◆
大
会
３
日
目

　

３
日
目
は
学
会
員
や
一
般
参
加
者
に
よ
る

現
地
見
学
会
が
行
わ
れ
、
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の

里
、
洲
之
内
生
産
組
合
、
Ｊ
Ａ
周
桑
直
販
所

「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
、
食
の
創
造
館
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
西
条
産
の
農

産
物
に
触
れ
た
り
食
べ
た
り
、
ま
た
、
生
産

者
と
意
見
を
交
わ
し
た
り
し
て
、
西
条
市
の

農
業
を
実
際
に
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
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